
１２７ 
 

 

 

令
和
六
年
六
月
七
日
提
出 

質
問
第
一
二
七
号 

       
 
 

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
運
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

   

提 

出 

者 
 

宮

本

 

徹 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
運
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

北
朝
鮮
が
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
技
術
を
利
用
し
た
人
工
衛
星
の
打
ち
上
げ
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
訓
練
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
」
で
あ
れ
「
衛
星
」
で
あ
れ
、
「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
技
術
を
使
っ
た
発
射
」
は
、
累
次
の
国
際
連
合
安
全
保
障

理
事
会
決
議
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
北
朝
鮮
の
こ
れ
ら
の
行
動
は
安
保
理
決
議
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
断
じ
て
許
さ
れ
な

い
。 

 

政
府
は
、
こ
う
し
た
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
の
発
射
に
対
し
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
に
よ

る
避
難
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
三
年
間
で
は
、
二
〇
二
二
年
に
二
回
、
二
〇
二
三
年
に
四
回
、
二
〇
二
四
年
は
こ
れ

ま
で
一
回
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
二
〇
二
三
年
五
月
三
十
一
日
以
降
の
四
回
は
、
北
朝
鮮
が
人
工
衛
星
打
ち
上
げ
と
、

事
前
に
通
告
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。 

 

本
年
五
月
二
十
七
日
、
北
朝
鮮
が
、
二
十
二
時
四
十
三
分
頃
に
、
北
朝
鮮
ト
ン
チ
ャ
リ
地
区
か
ら
南
方
向
に
向
け
て
人
工
衛

星
を
打
ち
上
げ
、
そ
の
数
分
後
に
空
中
爆
発
し
て
失
敗
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
二
十
二
時
四
十
六
分
に
「
ミ

サ
イ
ル
発
射
。
ミ
サ
イ
ル
発
射
。
北
朝
鮮
か
ら
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
建
物
の
中
、
又
は
地
下
に
避

難
し
て
下
さ
い
」
と
発
信
さ
れ
た
。
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
解
除
さ
れ
た
の
は
空
中
爆
発
か
ら
か
な
り
時
間
が
経
過
し
た
二
十
三
時
三



 

２ 

 

分
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
経
過
を
踏
ま
え
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
発
出
さ
れ
る
と
、
テ
レ
ビ
な
ど
は
一
斉
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
伝
達
に
切
り
替
わ
り
、
公
共
交
通
も
一
時
ス
ト

ッ
プ
す
る
。
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
発
出
は
、
国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
の
認
識
が
あ
る
か
。 

二 

仮
に
北
朝
鮮
か
ら
弾
道
ミ
サ
イ
ル
技
術
を
使
用
し
た
何
ら
か
の
発
射
が
あ
っ
た
場
合
、
日
米
韓
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報

が
共
有
さ
れ
て
い
る
と
の
理
解
で
良
い
か
。 

 
 

本
年
五
月
二
十
七
日
の
北
朝
鮮
の
人
工
衛
星
打
ち
上
げ
に
つ
い
て
、
防
衛
省
・
内
閣
官
房
の
発
表
で
は
「
発
射
か
ら
数
分

後
に
、
黄
海
上
空
で
消
失
」
と
あ
る
。
報
道
で
は
、
「
韓
国
軍
に
よ
る
と
、
十
時
四
十
六
分
の
日
本
の
警
報
発
出
と
ほ
ぼ
同

時
に
、
北
朝
鮮
側
の
海
上
で
多
数
の
破
片
が
探
知
さ
れ
て
い
た
。
同
じ
こ
ろ
、
ロ
ケ
ッ
ト
と
み
ら
れ
る
物
体
が
空
中
で
オ
レ

ン
ジ
色
の
炎
と
と
も
に
爆
発
す
る
映
像
を
日
本
の
テ
レ
ビ
局
が
流
し
た
」
と
あ
る
。
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
発
出
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
、

日
本
政
府
は
、
北
朝
鮮
の
人
工
衛
星
の
打
ち
上
げ
失
敗
を
把
握
し
て
い
た
の
で
は
な
い
の
か
。 

三 

本
年
五
月
二
十
七
日
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
つ
い
て
、
黄
海
上
空
で
消
失
を
確
認
し
な
が
ら
、
十
数
分
に
わ
た
り
避
難
の
呼
び

か
け
を
続
け
、
解
除
が
二
十
三
時
三
分
に
ま
で
遅
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。
国
民
生
活
に
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
へ
の
反
省
は
あ
る



 

３ 

 

か
。 

四 
人
工
衛
星
の
打
ち
上
げ
か
、
ミ
サ
イ
ル
か
は
、
事
前
通
告
の
有
無
や
打
ち
上
げ
る
方
角
な
ど
で
区
別
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
人
工
衛
星
の
場
合
も
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
送
信
内
容
を
「
ミ
サ
イ
ル
発
射
」
と
し
て
い

る
の
か
。 

五 

北
朝
鮮
の
人
工
衛
星
打
ち
上
げ
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
発
出
し
て
避
難
を
呼
び
か
け
る
一
方
で
、
韓
国
が
同
じ
方

角
に
人
工
衛
星
を
打
ち
上
げ
た
時
に
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
発
出
し
て
い
な
い
。
韓
国
の
衛
星
打
ち
上
げ
に
は
、
避
難
が
必
要

な
い
と
す
る
根
拠
は
何
か
。
北
朝
鮮
の
人
工
衛
星
の
打
ち
上
げ
と
、
韓
国
の
人
工
衛
星
打
ち
上
げ
は
、
日
本
国
民
に
と
っ
て

の
リ
ス
ク
が
異
な
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。
異
な
る
と
認
識
し
て
い
る
場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
示
さ
れ
た
い
。

リ
ス
ク
が
異
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
場
合
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
発
出
に
つ
い
て
、
北
朝
鮮
と
韓
国
の
人
工
衛
星
の
打
ち

上
げ
で
異
な
る
対
応
を
と
る
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

六 

北
朝
鮮
が
、
時
期
、
コ
ー
ス
、
落
下
域
（
日
本
か
ら
離
れ
て
い
る
）
を
事
前
に
予
告
し
て
行
う
人
工
衛
星
の
打
ち
上
げ

と
、
予
告
な
し
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
は
、
日
本
国
民
に
と
っ
て
の
リ
ス
ク
の
大
き
さ
は
同
じ
と
認
識
し
て
い
る
か
。
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
の
運
用
を
根
本
的
に
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 



 

４ 

 

七 

一
般
的
に
、
北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
、
日
本
に
落
下
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
、
自
衛
隊
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル

防
衛
シ
ス
テ
ム
で
迎
撃
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
発
射
さ
れ
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
、
自
衛
隊
に
お
い
て
、
方
角
、
角
度
、
ス
ピ

ー
ド
等
が
把
握
さ
れ
る
。
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
迎
撃
す
る
か
否
か
の
自
衛
隊
の
判
断
と
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
の
内
閣
官
房
へ

の
情
報
伝
達
は
、
ど
ち
ら
が
早
い
か
、
そ
れ
と
も
同
時
点
か
。
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
の
内
閣
官
房
へ
の
情
報
伝
達
の
時
点
で

は
、
迎
撃
す
る
か
否
か
の
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。 

八 

北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
発
信
さ
れ
た
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
自
衛
隊
は
一
度
も
迎
撃
し
て
い

な
い
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
発
信
さ
れ
た
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
日
本
政
府
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
発
信
の
時

点
で
、
日
本
に
落
下
す
る
可
能
性
が
な
い
こ
と
は
当
然
に
認
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。 

九 

北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
、
太
平
洋
に
落
下
し
た
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
日
本
政
府
は
「
○
○
県
上
空
を
通
過
」

と
い
う
表
現
を
と
っ
て
い
る
。
「
○
○
県
上
空
」
と
い
う
が
、
大
気
圏
外
の
宇
宙
空
間
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
大
気
圏
外

に
つ
い
て
「
○
○
県
上
空
」
と
い
う
表
現
そ
の
も
の
が
、
適
切
で
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

 
 

大
気
圏
外
の
宇
宙
空
間
を
飛
行
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
、
仮
に
「
○
○
県
上
空
」
を
通
過
し
て
い
る
と
し
て
、
「
○
○

県
」
の
住
民
に
は
、
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。 



 

５ 

 

十 

二
〇
二
二
年
十
月
五
日
付
の
東
京
新
聞
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｗ
ｅ
ｂ
に
、
「
八
月
に
中
国
が
台
湾
上
空
を
通
過
す
る
弾
道
ミ
サ

イ
ル
を
発
射
し
た
際
、
台
湾
国
防
部
は
主
な
飛
行
経
路
は
大
気
圏
外
で
地
上
の
広
い
範
囲
に
危
険
性
は
な
か
っ
た
な
ど
と
し

て
警
報
を
発
令
し
な
か
っ
た
」
と
の
報
道
が
あ
る
。
記
事
中
で
識
者
は
、
「
日
本
で
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
対
象
地
区
が
二
転
三

転
し
た
り
し
て
不
安
を
助
長
し
た
。
国
は
「
ミ
サ
イ
ル
の
最
高
高
度
は
千
キ
ロ
に
達
し
、
大
気
圏
外
を
通
過
。
日
本
領
土
に

危
害
を
加
え
る
恐
れ
は
な
く
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
事
実
に
基
づ
く
安
心
材
料
を
国
民
に
伝
え
る
努
力
を
す
る
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
。
暴
挙
と
言
う
こ
と
も
重
要
だ
が
、
こ
う
い
う
と
き
こ
そ
冷
静
さ
を
失
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
指
摘
し

て
い
る
。 

 
 

報
道
に
あ
る
台
湾
の
例
も
参
考
に
し
て
、
自
衛
隊
が
破
壊
措
置
を
と
ら
な
い
と
判
断
し
、
大
気
圏
外
を
通
過
す
る
も
の
に

つ
い
て
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
運
用
を
根
本
的
に
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


